


職場における熱中症による死傷災害（休業４日以上）の発生状況
（神奈川局管内発生分）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

死亡者数 0 0 4 1 1 0 1 1 1 1

死傷者数 21 29 72 51 52 21 54 81 78 102
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熱中症による死傷者数の推移

大幅増加！

※死亡者数は死傷者数の内数です。



※死亡者数は死傷者数の内数です。
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職場における熱中症による死傷災害（休業４日以上）の発生状況
（神奈川局管内発生分）



※死亡者数は死傷者数の内数です。

2

43

129
137

24

10 1 3 0 0 0
0

20

40

60

80

100

120

140

160

５月以前 ６月 ７月 ８月 ９月 10月以降

熱中症による月別死傷者数（2021～2025年）

死傷者数 死亡者数

職場における熱中症による死傷災害（休業４日以上）の発生状況
（神奈川局管内発生分）



※死亡者数は死傷者数の内数です。
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職場における熱中症による死傷災害（休業４日以上）の発生状況
（神奈川局管内発生分）



※死亡者数は死傷者数の内数です。
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死亡災害事例（令和７年）

発生概要業種
事業場規模

発生年月
発生時刻

被災者は同僚と共に午前８時頃から農業用ハウス内にお
いて給水用の配管工事に従事していた。
正午から１時間の昼休憩を取り、午後１時に作業を再開

した。
午後１時３０分頃、被災者の体調が悪そうだったので、

同僚が車の日陰に行って休憩するよう促した。
１０分程度経っても戻って来なかったため、同僚が見に

行ったところ、車の後部で倒れている被災者を発見。病院
へ救急搬送され、その後別の病院に転院したが、約２か月
半後に死亡した。

その他の建設業
労働者数１０名
未満

令和７年７月
１４時頃

主な原因

① 事業場の労働衛生教育等が十分でなかったことから、熱中症の症状に関
する知識や、緊急時の対応等の認識が不十分であった。

② 被災者が体調不良を訴えた段階で、熱中症を疑うことができず、また体
調の回復を見守ることなく、被災者を１人にしてしまった。



Press Release
令和８年４月２７日

職場における熱中症死亡ゼロを目指して
「Cool work KANAGAWA Mission ZEROを展開します」

２ 令和８年 「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」

○ 実施期間 令和８年５月１日から９月３０日まで
（準備期間４月、重点取組期間７月）

○ 重点事項
・暑さ指数（WBGT）の把握とその値に応じた熱中症予防対策を適切
に行うこと。
・熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、「早期発見のた
めの体制整備」、「重篤化を防止するための措置の実施手順の作成」
、関係作業者への周知を行うこと。
・糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある
疾患を有する者に対して医師等の意見を踏まえた配慮を行うこと。



Press Release
令和８年４月２７日

職場における熱中症死亡ゼロを目指して
「Cool work KANAGAWA Mission ZEROを展開します」

３ 神奈川労働局の取組
（１）これまでの取組

毎年暑さが本格化する前に熱中症予防対策の徹底に係る広報を実施し
ており、本年は３月24日付けで、管下の災害防止団体及び経営者団体な
ど関係15団体に対し、上記キャンペーンの周知と熱中症予防対策の徹底
について要請を行った。

また、熱中症による死亡災害ゼロを目指し、神奈川独自のロゴ
「Cool work KANAGAWA Mission ZERO」を使用したステッカーを作成し、ク
ールワークキャンペーンの準備期間の直前である本年３月から、県内１２
の労働基準監督署にて配布を開始した。

☚

☛



Press Release
令和８年４月２７日

職場における熱中症死亡ゼロを目指して
「Cool work KANAGAWA Mission ZEROを展開します」

３ 神奈川労働局の取組
（２）今後の取組

熱中症による死亡災害ゼロを目指して、神
奈川独自のロゴ「クールワークキャンペーン
（Ｍｉｓｓｉｏｎ ZERO）」を活用し、神奈川労働局
及び県下１２の労働基準監督署では、産業
保健機関と連携する等により、令和８年３月
１８日に制定された新たな「職場における熱
中症防止のためのガイドライン」の周知を含
め、熱中症予防対策の周知・徹底に係る講
習会を開催します。

また、あらゆる機会を捉え、熱中症予防対
策の周知に努めるとともに、徹底のための
指導を強化します。



【関係法令】

・安衛則第617条（発汗作業に関する措置）

事業者は、多量の発汗を伴う作業場においては、労働者

に与えるために、塩及び飲料水を備えなければならない。

・安衛則第612条の２（令和7年6月法改正で新設）

【ガイドラインなど】

これまで：職場における熱中症予防基本対策要綱

これから：職場における熱中症防止のためのガイドライン

（令和８年３月策定）

熱中症対策に関する法令等



改正労働安全衛生規則について

安衛則第６１２条の２（熱中症を生ずるおそれのある作業）

第１項 事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるお
それのある作業を行うときは、あらかじめ、当該作業に従事する者が熱中症の自覚
症状を有する場合又は当該作業に従事する他の者に熱中症が生じた疑いがあること
を当該作業に従事する他の者が発見した場合にその旨の報告をさせる体制を整備し、
当該作業に従事する者に対し、当該体制を周知させなければならない。

第２項 事業者は、暑熱な場所において、連続して行われる作業等熱中症を生ずる
おそれのある作業を行うときは、あらかじめ、作業場ごとに当該作業からの離脱、
身体の冷却、必要に応じて医師の診察又は処置を受けさせることその他熱中症の症
状の悪化を防止するために必要な措置の内容及びその実施に関する手順を定め、当
該作業に従事する者に対し、当該措置の内容及びその実施に関する手順を周知させ
なければならない。

「熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処すること」
が目的 WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で連続１時間以上又

は１日４時間を超えて実施」が見込まれる作業

具体的な「熱中症防止対策」は、
「職場における熱中症防止のためのガイドライン」

で示している

ポイントは報告体制整備・手順作成・関係者への周知



職場における熱中症防止のための
ガイドライン

• 目的

労働安全衛生関係法令と相まって、職場における
熱中症リスクに応じて行うことが望ましい具体的方
法を一体的に示し、事業者がその業種、業態に応じ
て適切に選択して取り組むよう促すことにより、職場
における熱中症による労働災害等の防止を図ること
を目的とする。

• 適用対象

熱中症のおそれがある全ての作業



熱中症ガイドラインの構成

第１ 目的等

第２ 熱中症リスクの評価

１ 有害性の要因の特定

２ ＷＢＧＴ値の把握

３ 熱中症リスクの評価、検討

第３ 熱中症リスクに応じた措置

１ 労働衛生管理体制の確立

２ 作業環境管理

３ 作業管理

４ 健康管理

５ 労働衛生教育

６ 異常時の措置

１～５はいわゆる
「労働衛生の５管理」
に基づく対策



熱中症リスクに応じた措置

・衛生委員会（労働者５０名以上）

・安全衛生委員会（労働者５０名以上、特定の業種）

又は

・衛生委員会や安全衛生委員会を設けていない事業場における

労働者の意見を聴く機会（安衛則第２３条の２に基づく）

を活用し、労働者の理解と協力を得つつ、労使で話し合い、その内
容を労働者に対して周知する。

⇒夏季の対策を秋季や冬季に検討し、翌年の対策に活かすサイク
ルを作ることが望ましい。

１ 労働衛生管理体制の確立－各種管理者の選任と役割－



熱中症リスクに応じた措置
１ 労働衛生管理体制の確立－各種管理者の選任と役割－

事業場では、産業医の意見も参考にしながら、衛生管理者を中
心に、ガイドラインに掲げる熱中症防止対策について検討させ、
次の（ア）～（ク）に掲げる業務を行わせるとともに、事業場におけ
る熱中症防止に係る責任体制の確立を図ること。

なお、職長等の現場で作業を管理する者等、衛生管理者、安全
衛生推進者等以外の者に熱中症対策を行わせる場合は、５の
（１）の教育研修を受けた者等熱中症について必要な知識を有す
る者のうちから、熱中症予防管理者を選任すること。



熱中症リスクに応じた措置

（ア）作業に応じて、適用すべきWBGT基準値を決定し、併せて、衣類に関しWBGT値に加える

べき着衣補正値の有無を確認する。

（イ）WBGT値の低減対策を検討し、その実施状況を確認すること。

（ウ）入職日、作業や休暇の状況等に基づき、あらかじめ各作業従事者の暑熱順化の状

況を確認すること。

（エ）朝礼時等作業開始前において作業従事者の体調及び暑熱順化の状況を確認すること。

（なお、あらかじめ暑熱順化不足の疑われる作業従事者は、暑熱順化プログラムに

沿って暑熱順化を行う必要があること。）

（オ）作業場所のWBGT値の把握と結果の評価を行う。事業者は、評価結果に基づき、必要に

応じて作業時間の短縮等の措置等を検討すること。

（カ）職場巡視を行い、作業従事者の水分及び塩分の摂取状況を確認すること。

（キ）退勤後に体調が悪化しうることについて注意喚起すること。

（ク）熱中症に関する労働衛生教育の実施状況を確認すること。

１ 労働衛生管理体制の確立－各種管理者の選任と役割－

具体的な職務内容



熱中症リスクに応じた措置

夏季の暑熱環境下における作業に対する作業手順・作業計画を策
定すること。

作業手順・作業計画の策定

作業計画・作業手順に盛り込む事項

① 作業内容等を十分に考慮した暑熱順化プログラム（※）
② WBGT値に応じた十分な休憩時間の確保
③ WBGT基準値を踏まえた作業中止に関する事項

※特に新規入職者や休み明けの作業従事者については、熱中症を発症するリスクが高いため

【休憩時間の確保や作業中止に関する事項の検討について】
作業場の設備、休憩場所、作業従事者の服装等の状況に基づいて実施する対策、労働
衛生教育、労働衛生管理体制、あらかじめ定めた緊急時の体制等の状況を十分に踏ま
えたものとすること。

１ 労働衛生管理体制の確立



熱中症リスクに応じた措置

WBGT値28度以上又は気温31度以上の場所において継続して1時間以上又は1日4時間を
超えて行われることが見込まれる作業（熱中症を生ずるおそれのある作業）を行わせるとき
は、あらかじめ、安衛則第612条の2に基づいた措置（報告体制整備、手順作成、関係者へ
の周知）を講じること。なお、当該措置については当該作業以外の作業に従事する者にも周
知することが望ましい。

１ 労働衛生管理体制の確立－報告体制の整備及び手順等の作成並びに周知－

！注意！
ウェアラブルデバイスによる管理については、必ずしも当該機器を着用した者の状態を正確に把握することがで
きるわけではないため、他の方法と組み合わせること等により、リスク管理の精度を高めることが望ましい。

報告体制の整備については
① 作業従事者から電話等による報告を受ける
② 衛生管理者や熱中症予防管理者等による作業中の巡視
③ バディ制の採用（２人以上の作業者が同時に作業を行うことにより互いの健康状態を確

認させる）
④ ウェアラブルデバイスを用いた作業者の熱中症管理
等がある



時間範囲事項

30分

・熱中症の概要
・職場における熱中症の特徴
・体温の調節
・体液の調節
・熱中症が発生する仕組みと症状

熱中症の症状(1)

25分

・熱中症リスク要因とWBGT（意味、WBGT基準値に基づく評価）
・作業環境管理（WBGT値の低減、休憩場所の整備等）
・作業管理（作業時間の短縮、水分及び塩分の摂取、服装、作業
中の巡視等）
・健康管理（日常の健康管理、作業従事者の健康状態の確認、身
体の状況の確認等）
・熱中症予防対策事例

熱中症の予防
方法

(2)

10分・報告体制の整備及び周知・手順の作成及び周知
・緊急時の救急措置

緊急時の救急
処置

(3)

10分・熱中症の災害事例熱中症の事例(4)

5分・熱中症の関係法令等関係法令等(5)

熱中症リスクに応じた措置
５ 労働衛生教育 －熱中症予防管理者労働衛生教育－



時間範囲事項

10分・熱中症の概要
・職場における熱中症の特徴
・熱中症が発生する仕組みと症状

熱中症の症状(1)

25分・作業環境管理（WBGT値の低減、休憩場所の整備
等）
・作業管理（作業時間の短縮、水分及び塩分の摂取、
服装、作業中の巡視等）
・健康管理（日常の健康管理、作業従事者の健康状
態の確認、身体の状況の確認等）
・熱中症予防対策事例

熱中症の予防
方法

(2)

10分・報告体制の整備及び周知・手順の作成及び周知
・緊急時の救急措置

緊急時の救急
処置

(3)

10分・熱中症の災害事例熱中症の事例(4)

5分・熱中症の関係法令等関係法令等(5)

熱中症リスクに応じた措置
５ 労働衛生教育 －職⾧等現場で作業従事者を指揮する者向け教育－



範囲事項

・熱中症の概要
・職場における熱中症の特徴
・体温の調節、体液の調節
・熱中症が発生する仕組みと症状

熱中症の症状(1)

・WBGT値の意味
・現場での熱中症予防活動（暑熱順化、水分及び塩分の
摂取、服装、日常の健康管理等）

熱中症の予防
方法

(2)

・緊急時の救急措置緊急時の救急
処置

(3)

・熱中症の災害事例熱中症の事例(4)
※時間はガイドラインに明示されていませんが、短時間で繰り返し実施することが望ましいです

労働衛生教育は、知識を確実に定着させ、いざという時に対処できるようにしておくことが重要です。
従って、作業従事者向け教育以外の教育も１回の実施だけではなく、一定期間ごとに繰り返し行うこ
とが望ましいです。

熱中症リスクに応じた措置
５ 労働衛生教育 －作業従事者向け教育－



①熱中症が疑われる作業従事者を、必ず、一旦、作業から離し、救急処置として涼しい場所

で当該者の身体を冷やし、水分及び塩分の摂取等を行わせること。

②症状に応じ、救急隊を要請し、又は医師の診察を受けさせること。

③本人に自覚症状がない、又は大丈夫との本人からの申出があったとしてもためらわずに、

あらかじめ定められた担当者に連絡し、措置の実施手順に従って、医療機関への

搬送や救急隊の要請を行うこと。

⇒判断に迷う場合には、放置したり、措置を躊躇して先送りにしたりせず、＃7119 等を活用

するなど専門機関や医療機関に相談し、速やかに専門家の指示を仰ぐことが望ましい。

④医療機関に搬送するまでの間や救急隊が到着するまでの間には、十分に涼しい休憩場所

に避難させた上で、必要に応じて水分・塩分の摂取や、身体冷却に努める。

【注意！】

この間、容態が急変する場合があることから、熱中症を生じたおそれがある作業従事者を

一人きりにすることなく、他の作業従事者等が見守ることが重要である。

⑤熱中症を疑わせる症状（ふらつき、発汗、けいれん、頭痛等）について、労働衛生教育で

作業従事者に周知すること。

熱中症リスクに応じた措置
６ 異常時の措置 －熱中症を疑わせる症状が現れた場合は・・・－



熱中症の症状と分類
ガイドライン表２より抜粋・編集

重症度症状分類

・めまい、生あくび、失神
（「立ちくらみ」という状態で、脳への血流が瞬間的に不十分になったことを示
し、「熱失神」と呼ぶこともある）
・筋肉痛、筋肉の硬直
（筋肉の「こむら返り」のことで、その部分の痛みを伴う。発汗に伴う塩分（ナ
トリウム等）の欠乏により生じる。これを「熱痙攣」と呼ぶこともある。）
・大量の発汗

Ⅰ度

・頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感
（体がぐったりする、力が入らないなどがあり、従来から「熱疲労」といわれて
いた状態である。）
・集中力や判断力の低下

Ⅱ度

・意識障害、痙攣、手足の運動障害
（呼びかけや刺激への反応がおかしい、体がガクガクと引きつけがある、真直ぐ
に走れない又は歩けないなど。）
・高体温
（体に触れると熱いという感触がある。従来から「熱射病」や「重度の日射病」
と言われていたものがこれに相当する）

Ⅲ度
Ⅳ度

小

大

時間の経過とともに重症化へ移行することにも要注意！





チェックシートの目的

このチェックシートは、熱中症の初期症状を知って、早めに適切な処置を
行い、重症化予防に努めることを目的に作成したものです。

チェックシートの活用方法

はたらいている方々は、健康状態を把握するため、朝の朝礼や点呼、午
後の仕事開始前に熱中症の初期症状を点検し、点検票に を記入した場
合は、早めに事業場の責任者又は担当者等に報告し、適切な処置を受け
ましょう。

 熱中症災害は、午前１１時と午後２時、３時に多発する傾向にあるため、

あらかじめ午前１回、午後１回、いずれも仕事開始前の点検を推奨します。

 チェックシートの点検項目に が入っていた場合、作業の離脱を指示し、体
調の悪い人を一人にせず、 や適切な処置を実施してください。

 連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めて、自社の労働者のみ
ならず構内で働くすべての人を対象に、周知を行ってください。

 労働衛生教育（熱中症教育）実施の際は、初期症状や当該サインチェック
シートの使い方を併せて説明し、熱中症の重症化予防に努めてください。



熱中症の初期症状に気づいて
適切に対処するために

デジタルサイネージへの表示例
(神奈川労働局８階)

熱中症の初期症状に気づいて、適切な対処を行うことを喚起
する右の図のような広報素材を作成しました。印刷して事業場
に掲示する等の使用方法のほか、デジタルサイネージに表示
しても見やすいようなデザインとしました。

チェックシートと併せて使用するとより効果的です。



熱中症対策に関する情報を知るには・・・
①「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報」

（厚生労働省ＨＰ）



熱中症対策に関する情報を知るには・・・
②職場における熱中症予防対策について【健康課】（神奈川労働局ＨＰ）




